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１．東条地域旧小学校跡地の活用について 

 東条学園小中学校の開校に伴い、令和３年３月３１日に旧東条東小学校及び

旧東条西小学校が閉校になりました。閉校となった両小学校については、市全

体のまちづくりの方向性と整合を図り、多様化する市民ニーズに対応しながら

将来的な財政負担を抑えつつ、安全で利用しやすい施設へと再編していく必要

があることから、主に３つの視点（（１）地域コミュニティの場の確保、（２）

防災機能の確保、（３）教育・公共目的での活用）から検討し、東条東小学

校・東条西小学校閉校後活用検討委員会で活用について協議を進めてきまし

た。 

１ これまでの取組について 

 令和３年６月１５日に東条東小学校・東条西小学校閉校後活用検討委員会で

市が作成した利活用素案について説明し、委員から意見をいただきました。委

員からの意見を踏まえ、活用方針を決定し、令和３年９月２２日に文書にて東

条地域の各区長に報告しました。また、広報かとう１１月号、市ホームページ

にて活用方針を周知しました。 

２ 活用方針・今後の予定について 

 ①旧東条東小学校（現：東条学園小中学校前期課程校舎）（別紙１） 

 ・北側校舎・・・改修（令和４年度工事予定） 

  １階は、コミュニティセンター東条会館の機能を移転し、２階は、アフター

スクール、防災倉庫機能等として活用します。 

 ・南側校舎・・・取り壊し（令和４年度工事予定） 

 ・体育館・体育倉庫・プール・・・取り壊し（令和４年度工事予定） 

 ・運動場・・・借地部分は地権者に返還します。返還以外の部分については、

アフタースクールや地域住民が利用できる広場、防災広場（車中泊避難等）

として活用します。 

②旧東条西小学校（別紙２） 

・体育館・・・改修 

（令和３年度内部改修工事、令和５年度長寿命化改修工事予定） 

  小学生チャレンジスクール及びスクールバス乗務員の待機場所、防災倉庫

機能を持たせた施設として活用します（スクールバス乗務員の待機場所は

令和４年度までの利用）。また、災害時には避難所として利用します。 

 ・体育倉庫・・・改修（令和４年度工事予定） 
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  防災倉庫に改修します。 

 ・運動場 

地域住民が利用できる広場、防災広場（車中泊避難等）として活用します。 

 ・校舎・プール・・・取り壊し（令和５年度工事予定） 

  跡地については、民間での利用に向けて調整します。 

③コミュニティセンター東条会館（令和５年度工事予定） 

 旧東条東小学校の北側校舎に機能を移転後、解体します。 

④東条第一体育館（令和５年度工事予定） 

改修し活用します。 

⑤東条第二体育館（令和４年度工事予定） 

 取り壊します。 
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①旧東条東小学校（現：東条学園小中学校前期課程校舎） 別紙1
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②旧東条西小学校 別紙2



２．社地域小学校跡地の活用について 

 令和７年４月１日に社地域小中一貫校が開校予定であることを踏まえ、今年

度から庁内の検討会議を開催し、跡地活用に向けた検討を行っています。今後

の取組については、地区の要望なども伺いながら検討していきますが、現時点

での取組内容は以下のとおりです。 

１ これまでの取組について 

 (1) 庁内検討会議の開催 

     令和３年５月１７日に庁内検討会議を開催し、社地域の小学校の現状

及び今後の活用について協議しました。その後、庁内検討会議における

協議を踏まえ、今後の取組について、公共施設等総合管理計画を所管す

る管財課及び学校施設の所管課等で令和３年６月２３日に内部打合せを

行いました。 

 (2)  学校施設の現状把握（別紙 3） 

    様々な活用を検討する上で、小学校の規模が大きすぎることにより、

維持管理費が膨大になることが予測されます。それに対応するため、小

学校の校舎の分割が可能かどうかの現状把握を行いました。 

※分割可能箇所については、図面上での見込みであり、変更になること 

があります。（鴨川小学校は分割不可。） 

２ 今後の取組について 

  社地域は、５つの学校施設があり、それぞれの地区によって学校施設に対

する思いや活用希望の有無も異なります。よって、それぞれの学校施設ごと

に検討が必要になりますが、その一方で、跡地活用において集約化や複合化

等を検討するなど、相互に調整が必要な場合も想定されることから、大きく

４つの段階に分けて検討していきます。 

(1) 活用に向けた資料収集及び地区の要望等意見聴収の実施  

    庁内検討会議において、跡地活用に向けた課題について検討するとと

もに、跡地活用希望（市及び民間）の取りまとめを行います。並行して

地区の要望等意見聴収を行います。 

(2) 跡地活用における検討 

収集資料及び地区の意見聴収結果を基に、跡地活用案を作成します。 
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なお、必要に応じて、複数の地域が合同で跡地を活用することの可否 

について検討します。 

(3) 跡地活用の決定、跡地活用に向けた準備及び市民への周知 

    跡地活用案を基に、地区等との協議を行い、方針を決定します。 

(4) 跡地活用に向けた改修工事等の実施 

   決定した跡地活用方針に基づき、必要となる予算を確保し、改修工事

等を実施します。  
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別紙3
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 市立学校位置図  

東条学園小中学校 

前期課程校舎 

東条学園小中学校

後期課程校舎 

旧東条西小学校
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鴨川小学校

滝野東小学校

三草小学校

社小学校滝野中学校

滝野南小学校 社中学校

米田小学校

福田小学校
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